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「
精
誠
感
應
之
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

越
谷
○
一

精
誠
感
應
之
碑

―

呂
俊

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
四
七
・
嘉
永
四

越
ヶ
谷

久
伊
豆
神
社

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
天
保
九
年
か
ら
嘉
永
二
年
に
か
け
て
久
伊
豆
神
社
で
行
わ
れ
た
「
中
臣
祓
」
を
契
機
と
し

て
、
「
精
誠
感
応
」
す
な
わ
ち
純
粋
な
真
心
を
尽
く
せ
ば
、
神
霊
は
そ
れ
に
感
応
し
て
幸
い
を
下
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
写
真
１
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○
写
真
２

篆
額
（
篆
書
体
）

○
写
真
３

「
碑
記
」
部
分
（
楷
書
体
）

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

◎
題
額

碑
の
上
部

精
誠

感
應

之
碑
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◎
碑
記

題
額
の
下
部

久
伊
豆
明
神
感
應
之
碑
幷
銘

武
州
億
玉
郡
越
谷
之
郷
有
鬱
然
大
祠
是
為
久
伊
豆
明
神
矣
先
是
文
政
九
年
丙
戌

之
夏
天
氣
不
和
久
旱
踰
月
郷
民
咨
差
不
知
秣
為
乃
詣
社
上
章
請
主
僧
轉
讀
大
般

若
經
以
禳
灾
禦
患
衆
民
一
志
共
竭
精
誠
神
明
昭
饗
靈
魂
亦
欝
甘
澤
忽
降
天
氣
随

和
扵
是
衆
民
大
畏
神
力
之
有
感
應
實
五
月
二
十
一
日
也
乃
毎
嵗
以
是
日
大
修
大

法
會
以
報
其
徳
焉
其
明
年
丁
忘
建
石
華
表
同
己
丑
鑿
靈
噂
以
為
報
賽
之
奠
祭
具

有
例
嵗
々
不
衰
水
旱
疾
疫
有
禱
則
靈
蹤
立
現
闔
郷
之
賚
莫
不
欽
仰
其
聶
祐
之
徳

矣
乃
復
相
謀
奉
誦
中
臣
祓
一
萬
度
以
消
菑
除
厄
始
于
天
保
戊
戌
四
月
十
五
日
終

于
嘉
永
己
酉
十
二
月
朔
唱
首
六
人
會
者
七
十
九
人
終
始
如
一
精
誠
不
已
宐
矣
㦲

神
之
鑒
臨
而
保
護
也
嗟
誠
之
感
神
戴
封
之
致
雨
劉
琨
之
反
火
豈
亦
外
扵
此
㦲
夫

神
聡
明
正
直
依
人
而
行
者
也
其
降
鑒
之
靈
漠
粕
之
威
豈
可
不
畏
乎
㦲
郷
賚
相
議

而
□
碑
以
勒
其
事
先
人
陶
齋
府
君
□
時
有
故
長
扵
其
郷
以
故
来
請
余
文
余
固
不

可
拒
□
謹
掇
其
梗
槩
以
紀
之
且
系
之
以
銘
々
曰

信
㦲
聖
言

至
誠
感
神

神
鑒
厥
徳

来
享
厥
禋

靈
蹤
立
見

降
粕
是
均

其
粕
維
何

豐
年
安
民

嘉
永
四
年
龍
集
辛
价
桐
月
上
浣

江
戸

呂
俊
㑓
猊
製

＊
異
体
字

○
億

埼
。

○
秣

所
。

○
灾

災
。

○
欝

答
。

○
扵

於
。

○
嵗

歳
。

○
忘

亥
。

○
噂

詔
。

○
賚

民
。

○
聶

辞
書
等
に
は
な
い
が
冥
の
異
体
字
で
あ
ろ
う
。

○
宐

宜
。

○
㦲

哉
。

○
粕

福
。

○
□

樹
。

○
□

幼
。

○
□

焉
。

○
槩

概
。

○
价

亥
。

○
㑓

俊
。

（
背
面
）

中臣連（
連
の
メ
ン
バ
ー
名
列
挙
、
略
）

■
訳
注

◎
題
額

精
誠
感
應
之
碑

◎
碑
記

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）
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久
伊
豆
明
神
感
應
之
碑
幷
銘

武
州
埼
玉
郡
越
谷
之
郷
、
有
鬱
然
大
祠
。

是
爲
久
伊
豆
明
神
矣
。

先
是
、
文
政
九
年
丙
戌
之
夏
、
天
氣
不
和
、
久
旱
踰
月
。

郷
民
咨
差
、
不
知
所
爲
。

乃
詣
社
、
上
章
、
請
主
僧
轉
讀
大
般
若
經
、
以
禳
災
禦
患
。

衆
民
一
志
、
共
竭
精
誠
。

神
明
昭
饗
、
靈
魂
亦
答
、
甘
澤
忽
降
、
天
氣
隨
和
。

於
是
、
衆
民
大
畏
神
力
之
有
感
應
。

實
五
月
二
十
一
日
也
。

乃
毎
歳
、
以
是
日
、
大
修
大
法
會
、
以
報
其
德
焉
。

其
明
年
丁
亥
、
建
石
華
表
。

同
己
丑
、
鑿
靈
詔
、
以
爲
報
賽
之
奠
。

祭
具
有
例
、
歳
歳
不
衰
。

水
旱
疾
疫
、
有
禱
則
靈
蹤
立
現
。

闔
郷
之
民
、
莫
不
欽
仰
其
冥
祐
之
德
矣
。

乃
復
相
謀
、
奉
誦
中
臣
祓
一
萬
度
、
以
消
菑
、
除
厄
。

始
于
天
保
戊
戌
四
月
十
五
日
、
終
于
嘉
永
己
酉
十
二
月
朔
。

唱
首
六
人
、
會
者
七
十
九
人
。

終
始
如
一
、
精
誠
不
已
。

宜
矣
哉
、
神
之
鑒
臨
而
保
護
也
。

嗟
、
誠
之
感
神
、

戴
封
之
致
雨
、
劉
琨
之
反
火
、

豈
亦
外
於
此
哉
。

夫
神
聡
明
正
直
、
依
人
而
行
者
也
。

其
降
鑒
之
靈
、
漠
福
之
威
、

豈
可
不
畏
乎
哉
。

郷
民
相
議
而
樹
碑
、
以
勒
其
事
。

先
人
陶
齋
府
君
幼
時
、
有
故
、
長
於
其
郷
。

以
故
來
請
余
文
。

余
固
不
可
拒
焉
。

謹
掇
其
梗
槩
、
以
紀
之
、
且
系
之
以
銘
。

銘
曰信

哉
聖
言
、
至
誠
感
神
。

神
鑒
厥
徳
、
來
享
厥
禋
。

靈
蹤
立
見
、
降
福
是
均
。

其
福
維
何
、
豐
年
安
民
。

嘉
永
四
年
龍
集
辛
亥
桐
月
上
浣

江
戸

呂
俊
俊
民
製

●
訓
訳



- 5 -

久
伊
豆
明
神
感
應
の
碑
幷
び
に
銘
。

武
州
埼
玉
郡
越
谷
の
郷
に
、
鬱
然
た
る
大
祠
有
り
。

是
れ
久
伊
豆
明
神
た
り
。

是
れ
よ
り
先
、
文
政
九
年
丙
戌
の
夏
、
天
氣
和
せ
ず
、
久
し
く
旱
し
、
月
を
踰
ゆ
。

郷
民
、
咨
差
し
、
爲
す
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
。

乃
ち
社
に
詣
り
、
章
を
上
げ
、
主
僧
に
大
般
若
經
を
轉
讀
し
て
、
以
て
災
ひ
を
禳
ひ
患
を
禦
ぐ
を
請
ふ
。

は
ら

ふ
せ

衆
民
、
志
を
一
に
し
、
共
に
精
誠
を
竭
す
。

神
明
昭
饗
し
、
靈
魂
も
亦
た
答
へ
、
甘
澤
忽
ち
降
り
、
天
氣
隨
ひ
和
す
。

是
に
お
い
て
、
衆
民
大
い
に
神
力
の
感
應
有
る
を
畏
る
。

實
に
五
月
二
十
一
日
な
り
。

乃
ち
歳
毎
に
、
是
の
日
を
以
て
、
大
い
に
大
法
會
を
修
め
、
以
て
其
の
德
に
報
ゆ
。

其
の
明
年
の
丁
亥
、
石
華
表
を
建
つ
。

同
己
丑
、
靈
詔
を
鑿
ち
、
以
て
報
賽
の
奠
と
な
す
。

祭
の
具
は
る
こ
と
例
有
り
て
、
歳
々
衰
え
ず
。

水
旱
疾
疫
あ
る
や
、
禱
る
こ
と
有
れ
ば
則
ち
靈
蹤
立
ち
ま
ち
現
は
る
。

闔
郷
の
民
、
其
の
冥
祐
の
德
を
欽
仰
せ
ざ
る
は
莫
し
。

乃
ち
復
た
相
ひ
謀
り
、
中

臣

祓
一
萬
度
を
奉
誦
し
、
以
て
菑
ひ
を
消
し
、
厄
を
除
か
ん
と
す
。

な
か
と
み
の
は
ら
え

わ
ざ
は

天
保
戊
戌
四
月
十
五
日
に
始
ま
り
、
嘉
永
己
酉
十
二
月
朔
に
終
ふ
。

唱
首
六
人
、
會
者
七
十
九
人
。

終
始
一
の
如
く
、
精
誠
已
ま
ず
。

や

宜
な
る
か
な
、
神
の
鑒
臨
し
て
保
護
す
る
は
。

む
べ嗟

、
誠
の
神
を
感
ぜ
し
む
る
は
、

あ
あ戴

封
の
雨
を
致
し
、
劉
琨
の
火
を
反
す
、

豈
に
亦
た
此
に
外
な
ら
ん
や
。

夫
れ
神
は
聡
明
正
直
に
し
て
、
人
に
依
り
て
行
ふ
者
な
り
。

其
の
降
鑒
の
靈
、
漠
福
の
威
、

豈
に
畏
れ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

郷
民
相
議
し
て
碑
を
樹
て
、
以
て
其
の
事
を
勒
せ
ん
と
す
。

先
人
陶
齋
府
君
幼
き
時
、
故
有
り
て
、
其
の
郷
に
長
ず
。

以
て
の
故
に
來
り
て
余
に
文
を
請
ふ
。

余
、
固
よ
り
拒
む
べ
か
ら
ず
。

謹
み
て
其
の
梗
槩
を
綴
り
て
、
以
て
之
を
紀
し
、
且
つ
之
に
系
く
る
に
銘
を
以
て
す
。

銘
に
曰
く

信
な
る
か
な
聖
言
や
、
至
誠
神
を
感
ぜ
し
む
。

神

厥
の
徳
を
鑒
み
、
來
り
て
厥
の
禋
を
亨
く
。

か
ん
が

靈
蹤
立
ち
ど
こ
ろ
に
見
れ
、
福
の
降
る
こ
と
是
れ
均
し
。

其
の
福
は
維
れ
何
ぞ
、
豐
年
安
民
な
り
。

嘉
永
四
年
龍
集
辛
亥
桐
月
上
浣

江
戸

呂
俊
俊
民
製
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●
人
物

○
陶
齋
府
君

趙
陶
斎
か
。
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
か
ら
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
。
諱
は
養
、
字
を

仲
頤
、
号
は
陶
斎
、
他
に
息
心
居
士
、
枸
杞
園
、
清
嘩
閣
等
が
あ
る
。
長
崎
生
ま
れ
。
清
人
の
子
で
あ
る

と
い
う
説
も
あ
る
が
確
か
で
は
な
い
。
書
家
と
し
て
有
名
だ
が
絵
画
も
描
い
た
。
弟
子
と
し
て
安
芸
の
頼

春
水
や
大
坂
の
木
村
蒹
葭
堂
等
が
い
る
。
幼
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
、
興
福
寺
の
中
国
人
黄
檗
僧
竺
庵
の

も
と
で
仏
門
に
入
る
。
竺
庵
が
京
都
に
上
る
と
そ
れ
に
従
っ
た
が
、
や
が
て
還
俗
。
そ
の
後
三
十
年
ほ
ど

諸
国
を
遍
歴
し
、
江
戸
を
経
て
大
坂
に
落
ち
着
い
て
亡
く
な
っ
た
（
影
山
純
夫
「
趙
陶
齋
研
究
」
）
。
碑

文
に
は
「
陶
齋
府
君
幼
時
、
有
故
、
長
於
其
郷
」
と
あ
り
、
越
ヶ
谷
で
成
長
し
た
と
言
う
の
で
、
あ
る
い

は
別
の
陶
齋
か
も
し
れ
な
い
。

○
呂
俊
俊
民

不
詳
。
諱
が
俊
で
、
字
が
俊
民
だ
ろ
う
か
。

●
注

○
武
州

武
蔵
の
国
。

○
鬱
然

草
木
が
茂
る
さ
ま
。

○
祠

祖
先
や
賢
人
を
ま
つ
る
廟
。
日
本
で
は
神
社
。

○
文
政
九
年

西
暦
一
八
二
六
年
、
歳
は
丙
戌
。

○
天
氣

天
に
充
満
す
る
気
。

○
久
旱

長
い
ひ
で
り
。

○
咨
差

咨
嗟
、
咨
嘆
。
た
め
息
を
つ
い
て
嘆
く
。

○
上
章

文
章
を
奉
る
。

○
主
僧

住
職
、
住
持
。
江
戸
時
代
は
神
社
内
に
仏
寺
が
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
（
別
当
寺
、
神
宮
寺
）
、

僧
侶
が
神
社
境
内
で
仏
事
を
執
り
行
い
、
仏
教
経
典
を
唱
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
神
仏
習
合
の
一
種
で
あ

り
、
明
治
に
な
っ
て
神
仏
分
離
と
な
り
、
別
当
寺
は
廃
止
さ
れ
、
僧
侶
も
神
社
か
ら
退
出
し
た
。
越
谷
久

伊
豆
神
社
の
別
当
寺
は
迎
摂
院
。

○
轉
讀

ひ
と
つ
の
経
典
全
体
を
通
読
す
る
真
読
に
対
し
、経
典
の
主
要
な
と
こ
ろ
を
拾
い
読
む
や
り
方
。

巻
数
の
多
い
経
典
は
多
く
こ
の
方
法
に
よ
り
、
そ
の
儀
式
を
転
経
会
ま
た
は
転
読
会
と
称
し
た
。

○
大
般
若
經

「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
。
唐
代
に
玄
奘
が
大
乗
仏
教
の
基
礎
的
教
義
が
書
か
れ
て
い
る

長
短
様
々
な
「
般
若
経
典
」
を
集
大
成
し
た
経
典
。
全
六
○
○
巻
に
及
ぶ
膨
大
な
経
典
群
で
あ
る
。

○
禳
災

禳
は
、
は
ら
う
。
神
を
祭
っ
て
災
難
を
は
ら
い
の
ぞ
く
。

○
精
誠

純
粋
な
ま
ご
こ
ろ
。

○
神
明

神
。
「
礼
記
」
祭
統
篇
に
「
敬
盡
然
後
、
可
以
事
神
明
（
敬
意
を
尽
く
し
、
そ
う
し
て
は
じ
め

か
み

て
神
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
る
）
」
と
あ
る
。

○
昭
饗

上
の
字
、
昭
と
し
か
読
め
な
い
。
昭
を
招
の
音
通
と
見
た
。
招
で
あ
れ
ば
、
ま
ね
く
。
饗
は
、

も
て
な
す
、
あ
る
い
は
饗
宴
。
招
饗
の
熟
語
は
な
い
が
、
こ
こ
は
、
郷
民
が
神
を
ま
ね
く
た
め
に
捧
げ
た

捧
げ
物
を
神
が
受
け
取
り
に
降
っ
て
き
た
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
音
読
し
て
解
釈
し
て
お
く
。

○
靈
魂

み
た
ま
。
ご
先
祖
の
魂
か
。

○
甘
澤

草
木
を
潤
す
雨
、
慈
雨
。

○
感
應

神
仏
が
人
間
の
行
為
に
感
じ
て
反
応
す
る
こ
と
。。

○
大
法
會

法
会
は
仏
事
・
法
要
。

○
其
明
年
丁
亥

文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
。

○
華
表

飾
り
の
あ
る
石
柱
。
日
本
で
は
鳥
居
を
い
う
。



- 7 -

○
同
己
丑

同
は
文
政
を
言
う
。
己
丑
は
、
文
政
十
二
年
。

○
靈
詔

詔
の
字
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
越
谷
市
金
石
資
料
集
」
に
よ
り
詔
と
し
た
。
霊
詔
の
熟
語
は
な

い
が
、
こ
こ
で
は
神
霊
の
霊
妙
な
お
言
葉
と
し
た
。

○
報
賽

恩
に
報
い
る
た
め
財
物
を
奉
る
こ
と
。

○
奠

供
物
、
供
え
物
。

○
祭
具

祭
祀
が
準
備
さ
れ
る
、
と
解
し
た
。

○
有
例

恒
例
で
あ
っ
た
、
と
解
し
た
。

○
歳
歳

毎
年
。

○
靈
蹤

神
霊
の
足
跡
。

○
闔
郷

郷
内
す
べ
て
。

○
欽
仰

敬
い
仰
ぐ
、
敬
慕
す
る
。

○
冥
祐

神
仏
の
加
護
。

○
奉
誦

た
て
ま
つ
り
唱
え
る
。

○
中
臣
祓

も
と
大

祓

詞
。
神
道
の
祭
祀
に
用
い
ら
れ
る
祝
詞
の
一
つ
。
元
々
は
犯
し
た
罪
や
汚

お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

れ
を
祓
う
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
祝
詞
で
あ
っ
た
が
、
中
世
以
降
陰
陽
道
や
密
教
と
結
び
つ
き
、
唱
え
る
こ

と
で
功
徳
が
得
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
よ
り
多
く
唱
え
る
こ
と
で
功
徳
が
増
す
と
考
え
ら
れ
何
千
何
万

回
も
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
一
萬
度

一
万
回
「
中
臣
祓
」
を
唱
え
る
こ
と
。

○
菑

災
に
通
じ
る
。

○
天
保
戊
戌

九
年
。
西
暦
一
八
三
八
年
。

○
嘉
永
己
酉

二
年
。
西
暦
一
八
四
九
年
。

○
唱
首

先
頭
に
た
っ
て
唱
え
る
人
。

○
會
者

熟
語
は
な
い
が
、
会
衆
で
、
唱
首
者
に
引
き
続
い
て
中
臣
祓
を
唱
え
る
の
だ
ろ
う
。

○
鑒
臨

や
ん
ご
と
な
き
か
た
が
臨
ま
れ
る
こ
と
。

○
戴
封
之
致
雨

後
漢
時
代
、
大
日
照
り
の
と
き
、
戴
封
が
神
に
祈
雨
し
た
が
効
果
が
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
封
は
薪
を
積
み
上
げ
て
そ
の
上
に
座
り
、
自
ら
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
て
薪
に
火
を
放
っ
た
。
す
る
と

火
が
起
こ
る
と
同
時
に
大
雨
が
降
っ
た
、
と
い
う
故
事
。「
後
漢
書
」
独
行
伝
戴
封
伝
。「
蒙
求
」
に
「
戴

封
積
薪
」
が
あ
る
。

○
劉
琨
之
反
火

後
漢
時
代
、
江
陵
県
で
し
き
り
に
火
災
が
起
こ
っ
た
。
学
徳
の
高
か
っ
た
県
の
長
官
で

あ
る
劉
昆
が
火
に
向
か
っ
て
叩
頭
の
礼
（
最
も
敬
意
あ
る
礼
）
を
行
う
と
、
多
く
の
場
合
、
雨
風
が
や
ん

で
火
災
が
鎮
ま
っ
た
、
と
い
う
故
事
。
「
後
漢
書
」
儒
林
伝
劉
昆
伝
。
「
蒙
求
」
に
「
劉
昆
反
火
」
が
あ

る
。

○
聡
明

耳
に
聞
こ
え
目
に
見
え
る
。
民
の
状
況
を
よ
く
見
て
、
そ
の
願
い
を
聞
き
取
る
こ
と
。

○
正
直

人
の
悪
い
と
こ
ろ
を
正
し
く
直
す
。
こ
こ
で
は
神
が
民
を
正
し
く
す
る
こ
と
。

○
降
鑒

神
が
上
か
ら
下
々
を
鑑
み
る
こ
と
。

○
靈

霊
力
。

○
漠

さ
い
わ
い
。

○
威

力
、
ま
た
功
徳
。

○
勒

石
に
彫
る
。

○
先
人

亡
父
。

○
府
君

亡
父
へ
の
尊
称
。
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○
其
郷

越
ヶ
谷
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
銘

韻
文
の
一
種
。
碑
文
は
事
柄
を
客
観
的
に
記
述
す
る
散
文
の
「
碑
記
」
と
、
そ
の
こ
と
を
情
緒
的

に
韻
文
で
う
た
う
「
銘
」
か
ら
な
る
。
銘
を
伴
わ
な
い
碑
文
も
あ
る
。

○
信

信
験
。
あ
か
し
、
証
拠
が
あ
る
。

○
聖
言

聖
人
や
天
子
の
言
葉
。
こ
こ
で
は
中
臣
祓
。

○
禋

祭
る
。

○
豐
年

年
は
稔
、
実
り
。

○
嘉
永
四
年

西
暦
一
八
五
一
年
。

○
龍
集

一
年
。
歳
。

○
桐
月

陰
暦
七
月
。

○
上
浣

上
旬
。

○
製

詩
文
を
書
く
。
こ
こ
で
は
碑
文
を
撰
述
す
る
こ
と
。
あ
る
い
は
揮
毫
も
担
当
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
題
額
】

久
伊
豆
明
神
感
應
の
碑
幷
び
に
銘
。

【
久
伊
豆
神
社
】

武
蔵
の
国
埼
玉
郡
越
谷
の
郷
に
、
鬱
然
と
大
木
が
生
い
茂
る
大
神
社
が
あ
る
。

こ
れ
ぞ
久
伊
豆
明
神
で
あ
る
。

【
文
政
九
年
の
旱
魃
と
神
仏
へ
の
祈
り
、
霊
験
】

以
前
の
こ
と
、
文
政
九
年
の
夏
、
天
の
気
が
調
和
を
失
い
、
日
照
り
が
長
く
続
い
て
月
を
ま
た
ぐ
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

村
人
達
は
恨
み
の
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
で
、
な
す
す
べ
を
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
久
伊
豆
神
社
に
お
詣
り
し
、
文
書
を
奉
っ
て
お
願
い
し
た
。
ど
う
か
、
神
社
の
住
持
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
大
般
若
経
を
転
読
し
て
い
た
だ
き
、
災
い
を
祓
っ
て
悩
み
を
解
消
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
、
と
。

そ
し
て
村
人
一
同
、
志
を
一
に
し
、
共
に
純
粋
な
真
心
を
尽
く
し
た
の
だ
っ
た
。

す
る
と
神
様
が
村
人
の
招
き
に
応
じ
て
来
臨
さ
れ
、
ご
先
祖
様
の
魂
も
お
答
え
く
だ
さ
り
、
草
木
を
潤

す
慈
雨
が
降
り
注
ぎ
、
天
の
気
も
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
調
和
し
た
の
だ
っ
た
。

か
く
し
て
村
人
た
ち
は
、
神
霊
の
力
が
人
間
の
行
為
に
感
じ
て
対
応
す
る
こ
と
を
悟
り
、
大
い
に
畏
怖

し
た
の
で
あ
っ
た
。

時
に
五
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
毎
年
、
こ
の
日
を
大
法
要
を
修
め
る
日
と
定
め
、
神
霊

の
恩
徳
に
報
い
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
翌
年
の
文
政
十
年
に
は
鳥
居
を
奉
納
し
た
。

そ
の
翌
年
の
文
政
十
二
年
に
は
、
鳥
居
に
神
霊
の
神
妙
な
お
言
葉
を
彫
り
込
み
、
神
の
恩
に
報
い
る
た

め
の
奉
納
物
と
し
た
。

そ
し
て
、
祭
祀
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
り
、
毎
年
衰
え
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

【
天
保
九
年
の
中
臣
祓
】

洪
水
や
旱
魃
、
ま
た
疾
病
の
流
行
な
ど
の
災
い
が
あ
る
と
、
誠
を
も
っ
て
祈
る
こ
と
を
す
れ
ば
、
神
霊

が
た
ち
ま
ち
現
れ
た
。
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村
人
こ
ぞ
っ
て
、
神
仏
の
加
護
と
い
う
恩
徳
を
敬
い
仰
が
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
再
び
相
談
を
し
、
「
中
臣
祓
」
の
一
万
回
奉
唱
を
企
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
災
い
を
消
滅
さ
せ
、

災
厄
を
取
り
除
こ
う
と
図
っ
た
。

「
中
臣
祓
」
は
天
保
九
年
四
月
二
十
五
日
に
始
ま
り
、
嘉
永
二
年
十
二
月
朔
に
満
願
を
迎
え
た
。

先
導
し
て
唱
え
る
も
の
六
名
、
会
す
る
も
の
七
十
九
名
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
度
も
緩
む
こ
と
な

く
、
純
粋
な
真
心
を
尽
く
し
て
や
ま
な
か
っ
た
。

神
霊
が
降
り
臨
ま
れ
て
村
人
を
保
護
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
精
誠
感
応
の
あ
か
し
】

あ
あ
、
純
粋
な
真
心
を
尽
く
す
こ
と
が
、
神
霊
の
感
応
を
招
く
こ
と
は
、
漢
土
の
戴
封
が
我
身
を
さ
さ

げ
て
慈
雨
を
も
た
ら
し
、
劉
昆
が
礼
を
尽
く
し
て
火
災
を
鎮
め
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
が
、
久
伊
豆
神
社

に
お
け
る
霊
験
も
ま
さ
に
こ
れ
ら
と
異
な
ら
な
い
も
の
だ
。

そ
も
そ
も
神
霊
は
、
人
々
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
人
々
を
正
し
く
す
る
が
、
そ
れ
は
人
々
が
真
心
を
尽

く
し
て
い
る
こ
と
に
感
応
し
た
の
で
あ
る
。

神
霊
が
人
々
を
観
察
し
て
真
の
姿
を
見
通
す
そ
の
霊
力
、
人
々
に
幸
福
を
も
た
ら
す
そ
の
功
徳
、
ま
こ

と
に
畏
怖
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

【
建
碑
の
企
て
】

村
人
た
ち
は
あ
い
謀
り
、
石
碑
を
立
て
て
「
精
誠
感
応
」
の
こ
と
を
碑
文
と
し
て
刻
ん
で
残
そ
う
と
考

え
た
。

【
碑
文
撰
文
の
経
緯
】

私
の
亡
父
で
あ
る
趙
陶
斎
府
君
は
、
幼
い
と
き
、
故
あ
っ
て
越
ヶ
谷
の
地
で
生
育
し
た
。
そ
の
縁
で
、

村
人
達
が
や
っ
て
き
て
、
私
に
碑
文
の
撰
述
を
依
頼
し
て
き
た
。
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
私
と
し
て
は

ど
う
し
て
断
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

そ
こ
で
謹
ん
で
こ
の
間
の
概
要
を
綴
っ
て
撰
文
し
、
く
わ
え
て
銘
文
を
書
き
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

【
銘
文
】

ま
こ
と
に
信
験
あ
る
こ
と
よ
、
聖
な
る
言
葉
に
は

至
誠
は
、
神
霊
を
も
感
応
さ
せ
る
の
で
あ
っ
た

神
霊
は
そ
の
恩
徳
を
も
っ
て
降
ら
れ

来
臨
さ
れ
て
人
々
の
祭
を
亨
け
ら
れ
た

か
く
し
て
神
霊
の
足
跡
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
発
現
し

あ
ま
ね
く
福
が
降
っ
た
の
で
あ
る

そ
の
福
は
何
か
と
い
え
ば

豊
か
な
稔
り
と
人
民
の
安
寧
な
暮
ら
し
に
他
な
ら
な
い

【
記
事
】

嘉
永
四
年
、
歳
は
辛
亥
、
七
月
上
旬
。

江
戸
の
呂
俊
俊
民
が
撰
文
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
二
○
三

埼
玉
郡
之
五

◎
四
町
野
村

○
久
伊
豆
社
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「
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
の
勸
請
と
云
、
當
村
及
び
越
ヶ
谷
宿
・
大
澤
町
・
瓦
曽
根
村
・
神
明
下
村
・

谷
中
村
・
花
田
村
七
ヶ
所
の
惣
鎭
守
と
す
、
迎
攝
院
の
持
」

○
迎
攝
院

「
新
義
眞
言
宗
、
末
田
村
金
剛
院
末
、
越
谷
山
神
宮
寺
と
號
す
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
寺
領
五
石

の
御
朱
印
を
賜
ふ
、
當
院
は
天
文
四
年
僧
中
興
開
基
す
と
云
ふ
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」（
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
埼
玉
郡

◎
四
町
野
村

○
久
伊
豆
社

「
御
社
々
地
東
西
四
百
間
南
北
三
十
五
間
五
分
四
厘
面
積
三
千
五
百
五
十
四
坪
大
国
主
神
合
殿
（
天
の
穂

日
命
高
照
比
売
神
）
を
祭
る
祭
日
三
月
九
日
五
月
二
十
一
日
九
月
二
十
九
日
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
「
越
谷
市
金
石
資
料
集
」
一
九
六
九

②
論
文
な
ど

＊
趙
陶
斎
に
つ
い
て

・
影
山
純
夫
「
趙
陶
齋
研
究
」『
美
術
史
論
集
』
十
九
号
（
二
○
一
九
）。

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


